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都内各河川水質については，既に５５年段５６年腫意鏑１報，５７年

度を第２報として発表したが，勧内湾水質についての調査報告は，梢遅

き憾みがあるが，５５年度刀､ら５７イ厚度までの６ケ牢をとり堂とめ，漸

くここに発表出来ることに立つﾌﾟこ゜こ'、農|，－大胸灼にもめた内湾の埋

立問題と云う，おそらく江戸開府以来漁業者にとっての一大事が生じた

か，幸か不幸か５７年暮れに補慎間|蕊も受給し内湾の漁鵠価|直は殆んど

消滅する事となった。

然し，大小の河/１１か|つ流入する水は，依然として内湾鯉域の水を汚染

しつつある現在であゐ・

当蛤では，この内湾と一帯をなす沖合漁端へり汚染の影響を考慰し，

河川水がどんな状況で沖合に拡散するか．又沿岸部に将来建設ざ叙る讃

施設が海域に如何なる影響を及ぼすかを見究わめ６ために，詳細な調査

を継続して来た。

何分にもぼう大な管料を坂纏め且つ解析するのに手簡取って，ここに

到ったが，今後の諸施策等の基礎参考として精々活用して下さん様切に

お願いをする。

東京都水産試験場長鈴木 ｣煩
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近年…都市や産業の発達等に伴って全ての廃水が河川に放出されこの

ため河川の汚濁が急激に進み，都内においては，水産生物の生存可能な河

ﾉ１１はわずかに江戸川と多摩川の中流，上流下:iijを残すのみになり，蛍に

水産業のみならず環境衛生上の問堰にまて弾展していることは周知の通

りである。

この様な汚濁きれた河川が全て流入する東京都内湾においては，漁場の荒

廃が，はなはだしくその漁獲薇は年々減少の一途をたどっているこ

とは言をまたない。

この7こめ当場においては漁場海蝿の現況と汚濁河川の内湾への拡散

状況を知る事によって漁場の実体を正確に把握し，内湾水産行政の7こめ

の垂lifif資；料にすべ<，５１年壁において本搭的な内湾水貿調査を行ない

その結果の報告を行ったのであるが，５５年度以降においては，汚濁水の

影響範囲が当然従前より広範囲にわ7こるものと思われ7こりで，３１年鍵の

調査よりさらに7中側の調査地点を加えて調と萱を継続しているか，取りあえ

ず５５年度，５６年度及び５７年度の調査結果について．その概要を報告

する。

１
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Ｈ調査計画

３５年度より，年６回調査を行う事を原則とし．

とくに１０月以降５月までに[海苔漁場に及ぼす|室水

とあわせて漁場海況を把握する事を目的として漁場

また５７年度は年４回の調査を行なった。

利とし．５６年度においては，

蚕す'室水（汚水）の拡散状況

して漁場近辺を毎月調査した。

Ｌ調萱 地点

呑川河口

多麟川河口

灯台沖

２号篭点沖

５号塞点沖

４号遥点仲

ガスミオロ

大井競馬場角

上総ミオ

１１号基点沖

１５号ま点沖

１２号選点

１０号基点

８号基点

溥流奥

１１号地７号地間

夢の島北側

中川河口

灯台船

１０号墨点沖

ＳｔＬ

ｓｔ５

ｓｔ５

ｓｔ７

ｓｔ，

ｓｔｌｌ

ｓｔｌ５

ｓｔｌ５

ｓｔｌ７

ｓｔｌ９

ｓｔ２１

ｓｔ２５

ｓｔＺ５

ｓｔ２７

ｓｔ２９

ｓｔ５１

ｓｔ５５

ｓｔ５５

ｓｔ５７

ｓｔ５９

多摩川五十間の鼻

羽田灯台

２号基点

５号基点

４号基点

５～号垂点

大正場中央

大井ふ頭南角

養蝋場沖

１２号基点仲

１５号基点

１１号基点

９号基点

導流中央

１０号地角

夢の島西側

荒川放水路河口

１４号基点

８～９号基点間の沖

Ｓｔ２

ｓｔ４

ｓｔ６

ｓｔ８

ｓｔｌＯ

ｓｔｌ２

ｓｔｌ４

ｓｔｌ６

ｓｔｌ８

ｓｔ２０

ｓｔ２２

ｓｔ２４

ｓｔ２６

ｓｔ２８

ｓｔ５０

ｓｔ５２

ｓｔ５４

ｓｔ５６

ｓｔ５８

2． 調査および分析項目

天候，風向，風力，時刻，大疾，風向，風力，時刻●水色・流向・透明度，透視度,水温．，ＰＨ

溶存酸素，塩素量，化学的酸素消費量（Ｃ･０°Ｄ人アンモニア態窒素．
－Ｚ－
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亜硝酸態窒素，燦酸塩．珪酸塩。浮遊物ＡＢＳ（アルキルベンゼンス

ルホン酸ソーダ）．生物化学的酸素消費量（Ｂ、Ｏ６Ｄ．）

5．調査方法

調査ｈ上．全て退潮時に全点が終了する,様．２隻ないし５隻の船を用い

た。

採水は．表層をバケツで採水し，底庸は北原式Ｂ号採水器を用いた。

分析を要するものは．ポリエチレソ製試水ピンに採取した彼．試料の変

質（微生物及びベクテリアの増殖による変質)を防ぐため昇求を１櫛加

えて持ち帰り分析した。

なお浮遊物，塩素量，溶存酸素は現場で別の試料瓶に採収し7こ。

析方法

ＰＨ 現場で比色管法により煩11定し7こ。

溶存酸素量（ＤＯノ

ウィンクラー変法により測定した。単位ｐｐｍ

塩素量（ＣＯ'）ＦａｊａＩｊｓ－三毛の方法（ウラニン澱粉水溶液指示

薬による塩分検定法ノにより測定した．単位96．

化学的酸素消費量

高温アルカリ'性水浴法（佐伯変法）により測定し

た。 単位ｐｐｍ

アンモニア熊窒素

（ＮＨ４－Ｎ）ネスラー試簗（ウィソクラー処法）を加え光,罰比
色計で比色した。＿単位幽一ａｔｏｍＳ/芝

亜硝酸態窒素グリースロミン試薬ご藍加え光露比色計で比色した。

（ＮＯ２－Ｎ） 箪位１Ｒ－ａｔｏｍｓ/１１

燐酸塩硫酸モリブデン磯アンモニウム溶液を加え塩化第

（Ｐｏ４－ｆ'）－錫で処理し光１厘よし色討て比巴した。

単,泣樫ｇ－ａｔｏ１ｎＳ/n’

達蛾塩モリブデン骸アンーセニウム水溶液と稀硫蛾を加え

（ＳｉＯｚ－Ｓｉ）光電比色計で比直しに。単位郷一ａｔＯｍＳ/1２
－６－

分
１
２

●

４

5．

4．

5．

6．

Ｚ

8．



ウ

●

Ｐ

只浮遊物ガラスフィルターiFi過法により測定した。

単位ｐｐｍ

１０．アルキルベンゼンスルホソ酸ソーダ

（Ａ・ＢＳ）Ｌ、Ｍ法（メチレンプルーとアニオン活,性剤

との錯塩をクロロホルムで抽出し比色する）

により測定した。 単位ｐｐｍ

１１．生物化学的酸素消費量

（Ｂ・ＯＤ）試水を同塩素量の海水で希釈して測定した。

（特に汚濁河川水の拡散する地点について重

点的に行った。海水の汚濁の判定に適当であ

るかどうか疑問があるが一応使用できるか否

か検討するために行った）単位ｐｐｍ

5．調査月日

５５年４月５０日，７月２日，８月１０日，２２日，

１０月２４日，１２月２１日

５６年２月１８日，２０日，４月２０日，６月２０曰

８月５日，８日，１０月５０日，１１月２７日

１２月２２日

５７年１月２５日，２月２２日，２８日、５月１２日

４月２６日，７月２５日，１０月５日

５８年１月５０日

５５年～５７年中の２月，８月において，２回調査を行ってい

るのは．企画庁委託海面調査の地点と沿岸部の地点が重複する関係

上２回に分けて調査を行った事によるものである。

Ｈ１言閲査結果

海苔漁場においては，羽田地先を西部．導流から１０号埋立地地先

を中部．夢の島，荒)||放水路（以下「荒川」という，）の地先を東部

と呼称しているのにならって調査地域も，その様に分ける事にする。

－４－
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５５年度調査

(1)Ｃ・ＯＤについて

ＣＯＤの値が４ｐｐｍを汚濁|湿界と考えると，４月の表層では，

ｓｔ１，２が１０ｐｐｍ以上，ｓｔｌ５が６．０ｐｐｍ以上と汚濁陵水が

強く影響を及圧しているが，ｓｔ５からｓｔｌ２までと１４，１５

では全て５．８ｐｐｍ以下であった。中部，東祁側では，ｓｔ２９か

ら，ｓｔ５６までの岸側の各点に強く|壷水の影響が見られた。

特にｓｔｌｇ２０とｓｔ２５刀､ら２５までの沖側が特に甚だし<，荒

川，中川,z)河ﾉ11水の拡散の影響を受けている。そり｜いつ地点は，

３．０ｐｐｍ以下であった。底層て‘は，ｓｔ５５から５６までの各点と，

ｓｔ２５，５０に荒川，中/I|隅田川等の汚濁水の影謹1がj撞く見られる

が，他の地点は，全て５．５ｐｐＩｎ以下を示していた。底|書の汚染水

による影響は表層に比較して局:古lj的であっ７こ゜

７月の表層では。内湾の各地点全体が４５ｐｐｍ以上となり．特

に。岸側よりい中側の各地点が比較的高い値を示していた。これ

は，汚濁陸水の拡散が遠くまで及んだ頚によると共に，５月頃から

内湾一円に発生する赤潮に原因するもＩＤと,思われる。

底層においては，西部側ではｓｔｌ，２，４，８，１０．１５の岸側の

各点と，中郡側では．導流近辺のｓｔ２７，２８，２９，東祁側では，

ｓｔ２４，５１，５２，５５，５４の岸側がそれぞれ，４．０ｐｐｍ以下で

あったが，他の各地点は共に４．０ｐｐｍ以上であった。特に沖側に

おいて高い値を示す汚濁された氷塊が余り拡散されずに存在してい

た。

８月は７月よりやき汚濁範囲は狭くなったが表|嘗ては，ｓｔ２，

ｓｔ５，１８，２２，２５を除く全点が４５ｐｐｍ以上を示し，荒川

中ﾉ11等の汚濁水が沖に舌状に拡散している状態か私見ＭＭ二。

底層においてもほぼ同様で，西部のｓｔ５，７と導流近辺のｓｔｌ７

２８，２９，５０，東部のｓｔ２２，２５を除く全点に４．０ｐｐｍ以上の

汚濁水の拡散が見られた。とくに，ｊｉ１部。中荷`においては表1嘗，底

層ともに沖合の方がはるかに高いＣ．Ｏ．Ｄ値を示していﾌﾟこ゜

１０月は８月より範囲が小さくなり表層では，岸測の四にＭＤｓｔｌ、
－５－
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２，６，８，１０．１２，１５．中JnjIZj2９．５０，東都の５２から

５６までの各点は共に，４．０ｐｐｍ以上であったが，他の地点は全て，

４ｐｐｍ以下であった。底層では，西部の８，１５，中部の２１から

５１まで，東荷ljの２１と荒川河口のｓｔ５４が４．０ｐｐｍ以上であった

が他は全て４０ｐｐｍ以下で表層底層ともに汚濁範囲は狭く比較的き
れいであった。

１２月は，表層ではｓｔｌと１５２９から５６までは4.0ｐｐｍ以上

であるが，，池の地点では全て４ｐｐｍ以下であった。底層では，ｓｔ

ｌ’４，１５とｓｔ５０，５１，５４から５６までの各点がともに４．０ｐｐｍ
以上であったが他は全て５ｐｐｍ以下を示し西部は表層よりも底層
の汚染範囲が拡がっていたが概して，１０月とほぼ類似した傾向であ
った。

５６年２月では，１２月に比し，や二複雑な状態を示していた。表

層では，ｓｔ１，２が１５ｐｐｍ以上，中部のｓｔｌ６，１８，１９．２４，

２６，２９，５０，東嗣のｓｔ５１から５６までの各点と２１が共に，４０

ｐｐｍ以上を示していた。特に荒ﾉ１１，中ﾉ１１の河川水が沖に強く張り出

しており，その影響はｓｔｌ８，１１まで見られたが他の各点は，全て
５．２ｐｐｍ以下であった。

底層では，ｓｔ１，２が１０ｐｐｍ以上．ｓｔｌＯと２４，２７，５５

５４，５５が４．０ｐｐｍ以上を示しているのみで．西都の羽田空港前面
海域の汚染が目立つ程度であった。

(2)，．Ｏについて

４月表層では魚類の生息に望ましいとされている５．０ｐｐｍ以上

を示したのは西部のｓｔ４からｓｔ９までと，ｓｔｌｌの７点，中部で

はｓｔｌ７，１８．東部ではｓｔ２０から２２までの５点であったが，

他の地点では全て，５ｐｐｍ以下であって｡特に各河川の河口に当る地

点では，Ｏから１．１ｐｐｍの範囲内にあった。底層では，５ｐｐｍ以

下は岸側の各点と，それよりや昌沖ＣＤｓｔｌＯ，１２のみで，沖側は

全て６ｐｐｍ以上あり，ｓｔ５，７．２１では９ｐｐｍ以上もあった。

７月，表層では，５ｐｐｍ以上の値を示しているのは西部で,ｓｔｌＯ
－－－６－
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を除くｓｔ４からｓｔｌｌまで中部，西部のｓｔ２９を除くｓｔｌ７から

ｓｔ５０までとなり，ＣＯＤとは逆に比較的岸側に近い範囲まで及んで

いた。岸側での各河川の河口では，全て０から１．４ｐｐｍの範囲内に

あった。

底層で，５ｐｐｍ以上の値を示していた地点は，ｓｔ５，５，６，１９

５６の６点じみで，他は全て，４．４ｐｐｍ以下であった。

８月表層では，５ｐｐｍ以下を示したものは，ｓｔｌ，１５，１６以

上，２９から５６束てり岸側の各点と西部の沖側の７，９，１１の５

点であった。他は全て，５ｐｐｍ以上であった。

底層では５ｐｐｍ以上は，ｓｔ２の五十間の鼻とｓｔ６，８およひ，

ｓｔ２４，２７，２８Ｄ僅か６点じみで．他は全て５ｐｐｍ以下であった。

１０月表Ｉ書では，５ｐｐｍ以下を示したものは各河川の河口を含

めた岸側の各地点と，やや沖測のｓｔ２６、２７，２８であり，他は全て

５ｐｐｍ以上であった。底層においては，河川⑪l'同(口附近と，そりゃ

＞沖側が５ｐｐｍ以下であったか，沖側は全て５ｐｐｍ以上を示し，

沖合の低酸素の底層水は消失していた。

１２月表層て'は，５ｐｐｍ以上を示した地点は，西都ＤｓｔｌＯ

を除くｓｔ５から１１主で，中東鄙ではｓｔｌ７から２Ｓ，ｓｔ２８の

各点であった。

他は全て，５ｐｐｍ以下であり，１０月にくらべその範囲は拡がっ

ていた。底層では，５ｐｐｍ以下は河口を含めた，岸側のｓｔｌ，１０

１２，１５，１６，５０，５１，５５から５６までの各地点で他は全てそれ

以上の値を示し，１０月と殆んど同じ状況であった。

２月表層では，５ｐｐｍ以下はｓｔ１，２と１６，２６およびｓｔ

２９から５６までの岸側の各地点であり東繩，中都の低酸素水の拡散

区域が広いのにくらべ西部のそれは非常にせまいのが目立った。底|雷

ではｓｔｌ，２および中部。京・部のｓｔ５２を除くｓｔ５０から３５まで

の各地点が５ｐｐｍ以下で汚染水の拡散は岸の小祁分に|恨られてＷこ゜

(3)ＮＨ４－Ｎについて

約１ｐｐｍに当る７２α９ ａｔｏｍｙ杉を汚濁|浪界と考えると４月

－７－
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表層では〆西部のｓｔｌ，２，４，６，７．１１，１５，１５と中・東部では

西部のｓｔｌ８，１９およびｓｔ２８と荒川河口の５４を除く，ｓｔ２５か

ら５６までがいずれにも７２ａｇ－ａｔｏｍＳ/１２を越えており汚水の拡散

域は中行|］・東都において広範囲に拡がっており沿岸よりも沖の拡散水域

の端の方にＮＨ４－ＭＤ値が高くなっている傾向が認められた。底層で

は，ｓｔ５，６の西ｒｉ１ｊ空港沖と，ｓｔ２５～２８およびｓｔ５０から５６ま

での岸に沿った都分が７２ａｇ－ａｔｏｍＳ/で以上であった。

７月表層では，ｓｔ４と２２，を除いた全点が７２〃ｇ－ａｔｏｍＳ/１１

以上であり，非常.に汚濁され7こ海況であった。底層では，表層ほど汚濁

の範囲は広くなく，ｓｔｌ，２，６，８，１０，１２．１５，１５，１６．および

ｓｔ５２から５５までのほ箪岸側の各点が７２/ｕｇ－ａｔｏｍｙ杉を越えて

おりとくに西郁沿岸の汚濁が甚しかった轡

８月表層ではｓｔｌ５，１６，２８，２１と５１およびｓｔ５５から５６

までの荒川，中ﾉ||河口近辺が７２ａｇ－ａｔｏｍｓ/:’以上であったが他の地点

は全都７ｑｕｇ－ａｔｏｍＳ/３F以下であった。底層では，汚濁範囲が表層

よりや邑沖側にのびｓｔｌ５か・ら１６，２６，５０，５１，５４から５６まで

を占めていた。

１０月表層では８月に比較して汚濁範囲が，沖側にまで広くなり，

ｓｔｌから５まで，ｓｔｌ２から１６まで，ｓｔ２８を除く２６から５６ま

での岸側とそのや乞沖の地点が７２ａｇ－ａｔｏｍＳ/１２を越えていた。

底層では，ｓｔｌ２，１５，１６，５０，５１．５４から５６のそれぞれ河ﾉ１１の

河口附近力:，７２ａｇ－ａｔｏｍＳ/］’を越えていたのみで他の地点は，６６

ａｇ－ａｔｏｍＳ/５１P以下の値を示し，特に沖側では，ほとんどがＯであっ

て汚染河川水の拡散範囲は狭主かつた。

１２月表層では，１０月よりやあ，汚濁範囲が広がり，ｓｔｌｌを除

いたｓｔｌＯから１６までと，中東部ではｓｔ２Ｓ，２４，２６，２７，および

ｓｔ２９から５６までが７２ａｇ－ａｔｏｍＳ/1Fを越えていた。

底層では，１０月とほぼ類似した範囲が汚染されておりｓｔｌ，１２，

１５，５０，５１，５４ズハら５６の各土山点が７２ａｇ－ａｔｏｍＳ/】′を越えていたが
他は全てこれ以下であった。

５６年２月表層では，中部において，１２月より汚染水の拡散範囲
一Ｕ－
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が広かったが，西部では，逆に狭くなっており，ｓｔｌから２まで，

ｓｔｌ７を除くｓｔｌ４から１９まで，ｓｔ２８を除く，２４から５６まで

が７２αｇ－ａｔｏｍＳ／を以上であった。底層ではｓｔｌ，２，２６，２７，

５０，５１，５５から５６までの河川の河口附近が７２ａｇ－ａｔｏｍＳ/;を

以上であった。

Ｃｌ′について

４月表層では，ｓｔ２，５５，５４，５５，５６に於いて|塗水の影響を

受け５肱から９％，と低い。またｓｔ２ｑ２ろは，１１勉台を示し，

荒川，中川(、影響を受けているものと思われる。

ｓｔ２２は，１７％０もあってかなり高鰔水であった。その他の地点では，

１２鉤から１４％｡⑪範囲内にあった。底層では，表層と同様，ｓｔ２，

５４，５５，５６では５％ｏから８かと低く，ｓｔ５５，２５では１１かで

あった。ｓｔ２４を1験<５，以浅は西荷ljで１４肱から１６池，中。東部

では，１ｓ勉から１６％・であった。５ｍから１０ｍ水深の所では,１６〉)６０

から１Ｚ８ルを占め，沖合水がかなり入りこんでいた。

７月表層ではｓｔｌ，５５，５４，５５，５６で約２％･から８．５９ルと

|室水の影響を受けている。また沖合のＳｔ２０，２１にＺ４９～９２５％

と低鰔水の水塊があり，複雑な海況であった。その他は全て１０ルか

ら１４％0であり一般に西部が高鰔度であった。底層では，ｓｔｌで

１４％｡，ｓｔ５５で１５．８肱であったほかは全て，１５肱から１７かを

示し，沖合水が深く入りこんでいた。

表層が低鰄なのは，調査当日の降雨が影律しているものと思われる

８月表層では，中。東部でｓｔ５２から５６までに陸水の影響がみ

られるが，沖側のｓｔｌ７から２９までは１５．６ルから１６．５地であっ

た。西部では，２０日に台風１４号による降雨があり，この影響で全

点とも;歴度に低くＱ２〃から，％ｏであった。

低層では，中。東部の河口附近で９％・から１１ソ6゜を示したが，沖側

では，１４鉤から１Ｚ６ルであった。西部では，ｓｔ２が１．５７ルと低

いほか羽田州の周縁部が|笙水の影響で４．，２～８．６９％。と低かった。

１０月，表層では各河川の河口|吋近で，７ルから１１池を示し７こが，

－９－
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他は１２かから１Ｚ８肱であって河川水の拡散は害Ｉ合狭い範囲にと

どまっていた。底層ではｓｔ５５で１５ルあったほか．全て１４池か

ら１８％｡と前月とほぼ同様であった。

１２月表層では，ｓｔｌで８．４５肱ｓｔ５５から５６では，１０

鉤から１２．８かであったほかは，全て１５．８ルから１６．６ルあった。

底層では，中/||河口のｓｔ５５で１２６８ルと低かったが他は全て，

１５％0～１８肱であった。

５６年２月表層では，ｓｔｌ，２１，２４，５５で１０％・から１１．７
『タク

ルのほかは全点１５．９姉から１Ｚ４殉であった力:，沖合のｓｔ２０，

２１に低鰄水の水塊が見られるのは江戸川水の拡散のためと考えら

れる。底層では，ｓｔ５５で１２．７％。を示したほかは，全て１４約

から１８％･であった。

Ⅱ5）水温について

４月から８月までは，全般的に表層が高く，底層が低いのは当然

であるが河口や水深が５ｍ以浅の所，又は５ｍ以深でも，潮通しの

良い所では，表層と底層が同値か，又は，その差が１℃以下の傾向

がみられる。５ｍ以深及び５ｍ以浅でも潮通しの悪い所では１℃以

上の差がある傾向がみられる。１０月から２月までは，一概には云

えないが，大体表層が低く，底層が高い。しかし，河口や５ｍ以浅

の所では，同値か叉は，表層が高い傾向にあった。

(6)ＰＨについて

表層゜底層ともに同値の所もあるが,全般的にみてその範囲は，

ス０から８．６であった。

(7ノ潮流向について

各点にては，複雑な様相を示す時もあり，一概には云えないが年

平均の流向は東部においては，岸側では全て南下し，沖に出て反時

計回りの湾流におされて，南々西に流れる。中部では，岸側では南

又は南々東に流下し西部岸側では，南東又は南々東に向って流れ，
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沖側では湾流におされて南流となっている．

２．５６年度調査

（１）Ｃ．Ｏ．Ｄ．について

４月表層では，ｓｔ２０，２１，２２を除いた全地点が４ｐｐｍ以上

を示し，特に各河Illの河口及びその附近のｓｔｌ，１５，１５，５５では

１０ｐｐｍ以上であった。沖側の値が高いのは，すでに発生して'ハた赤

潮による影響と思われる。底層では，沖側のｓｔ５，７，９，１１，１５

と１７から２１まで，および２４，２６，２７，５２，５７が，４ｐｐｍ以下

であった。

６月表)嘗ては，ｓｔ７のみが５．８ｐｐｍてあったが，他は全て,尻１

ｐｐｍから１８．１ｐｐｍの間にあり，４月の|痔を上まわる異常に高い値を

示した。これは，４月より増殖を続けている赤潮の影響によるもＣＤで

あろう。この影誉は８月調査の時にも見られた。

底層は，４月時よりもや魯複雑になり，ｓｔ５，８，１０，１２を除い

たｓｔｌから１７まで，および，２２，２５，５０，５１更に５４から５６

までが，４ｐｐｍ以上を示した。

８月，ｓｔｌから９までは８日に，ｓｔｌＯ以上の中，西部は５日に

調査を行ったのであるが，表層では，全点とも４．６ｐｐｍ以上を示して

いた。底層では沖側のｓｔ５５，７，９，１１，１４，１７は。４ｐｐｍ以､下

であったが，他は４ｐｐｍ以上であったっ

１０月，漁場近辺のみ調査を行った`Ｄであるが，底層のｓｔｌ２を

Ｉ余いた全地点とも，１ｐｐｍから５．７ｐｐｍの間にあつﾌﾟこ゜

１１月では，８月調査時と全く変り，表層はｓｔｌ，６，２９，５２か

ら５４までの６点のみが，４ｐｐｍ以上であり，底層て！'ZL僅かにｓｔ

ｌ４が５ｐｐｍを示したのであった。

１２月，１０月同様漁場近辺のみＤ調うｉｉｉ;であったが，表|費では全て

が，４ｐｐｍ以下てあった。底噌でば，ｓｔ４と１４りみか，４ｐｐｍ

以上であった。

５７年１月表|嘗てはｓｔ６，５０と旅ﾉ||，中jlI｡河口近辺が４ｐｐｍ

以上であった。底1轡では，ｓｔ２５，５４１Z)みが４ｐｐｎｌ以上を示して

－１１－
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いた。

２月，８月同様，中部・西部りみであるが，表層では全て，岸倶Ｉが

４ｐｐｍ以上であった。底層てはｓｔｌ５，２９，５０カＭｐｐｍ以上

を示した。

５月，表層では，部分的に赤潮の発生がみられ7こためその影響で沖

側に高い値が認めlうれ複雑なＣ．Ｏ．Ｄ分布を示してい7こ゜即ち．西部

では河口のｓｔ１，２が２０ｐｐｍ以上を示していたほか沖側のｓｔ５

７，９が７から３０ｐｐｍを示し更に，ｓｔ２８．５７，に汚濁された氷塊

が存在していた。東部のｓｔ２１から２５および５１から５６までが．

４【)ｐｍ以上であり，特に江戸川河口沖合のｓｔ２１に１２．８４ｐｐｍと

ＣＯＤ濃度の高い水塊が見られた。

底層では，ｓｔｌから５までと，１５，１５，２５，２６．５１から５６

までが，４ｐｐｍ以上を示した」

(2)，．Ｏについて

４月．表層では，岸側のみが，５ｐｐｍ以下であって他は全て５ｐｐｍ

以上であった。底層では岸側は，ほぼ表層と同様な範囲であり，沖側

は，東部のｓｔ，１８，１９．２１，５７に５ｐｐｍ以下が認められた。

６月，表層では，赤潮の影響によって，非常に高い値が見られ7こ。

５ｐｐｍ以下は岸側のｓｔ１．２，２９，５１，５４から５６の僅か７地点の

みであり他は，全て８ｐｐｍ以上であった。

特に，ｓｔ５，１７から２１，５７では，２０ｐｐｍ以上を示していた。

これは採取した表面の試水がアルカリ,住で酸化されやすい有機物（赤

潮）を多量に含有していたため過大な滴定値を与える結果となった。

底層では，表層と全く異り，５ｐｐｍ以上を示したのは，ｓｔ２２，２４

２６，５０の僅か４点のみで，他は全て，４８ｐｐｍ以下であった。

８月，表層では，５ｐｐｍ以下を示したのは，ｓｔｌ，２，５，４，６，

および２９．５０であったほかは全て，６ｐｐｍから２０．５５ｐｐｍの間にあ

った。このうち１０ｐｐｍ以上の高い値を示すところは赤潮の発生の多

い地点である。底層では，ｓｔ５，８，１０，５８１、みが，５ｐｐｍ以上を

示した。

－１２－
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１０月表胤底層共に調査地点全点が５ｐｐｍ以上を示していた。

１１月表層では，ｓｔｌ，２，１５，１６および２８を|衆<２５から５４

までと，５６，５９が５ｐｐｍ以下であった。底層では，西部のｓｔｌ，

２，１５，中部の２６，２７，５０，５１，５８東部の５２，５５，５４，が５

ｐｐｍ以下となりほかは５ｐｐｍ以-ｔごであった。

１２月表層では，西部の岸側と，中部のほとんどが，５ｐｐｍ以下

であった。底層では，西部で表層とほぼ同様，中部では，２６，２７の

みが５ｐｐｍ以下であった。

５７年，１月表層，底層とも同様な傾向がみられ，中部。東部の岸

側が，５ｐｐｍ以下であった。

２月表層では，ｓｔ４から９までと１１および１７，１８，５８が，５

ｐｐｍ以上１５ｐｐｍまでの範囲内にあっ７こ゜底層では，表層よりも全

体に岸側に寄っていたのであるが，ほぼ同様ｋ傾向でabっﾌﾟこ゜

５月表層では，西部'Ｄｓｔ４を含めた沖側の１１まで，および

ｓｔｌ７から２６，５７から５９までが５ｐｐｍ以上１７ｐｐｍまでの範函

にあった。河川水に含有される栄養塩の流入によってプランクトンが

激増し赤潮が発生し，これが表層の酸素員の分析値を過大にしている。

底層では，ｓｔｌＯを除くｓｔ，５から１１まで，１７から２６までおよ

び，２８，５７，５８，５９，が５ｐｐｍ以上であった。表層より中部西都

において，低酸素水の拡散範囲が狭まかつた。

(3)ＮＨ４－Ｎについて

４月表層では，中部の５地点と，東部の４地点以外は全て，７２ａｇ－

ａｔｏｍＳ/杉以上の汚濁水の拡散が広範囲にわたって見られた。

底層では，西部の岸側と東部の河口近辺が７２ａｇ－ａｔｏｍＳ/:’以上

であったが，他の地点では全て，４２ノリｇ－ａｔｏｍＳ/を以下であった。

６月表層ては，４月に比較して，汚濁水の拡散が小さく，西部で

はｓｔｌ，２，１２，１５，中，東部では，Ｓｔ２５，２４と２９から５６

までの全て，岸側の地点が７２ａｇ－ａｔｏｍＳ/:を以上であった。底層で

はｓｔｌ，１５，１６，５１，５５，５４，５５の岸側と，東部のや掻沖の，

ｓｔ２５，２４に７２〃ｇ－ａｔｏｍＳ/:Ｅ以上の水塊がみられるが，池は全

一１５－



二

】
の

て，６０ａｇ－ａｔｏｍＳ/:’以下であった。

８月表層では，ｓｔｌから４までと，ｓｔ２９，５０のみが汚濁限界内

にあった。底層では．ｓｔｌ，２，１５のみが，７２浬ｇ－ａｔｏｍＳ/ぞ以上で
あった。

１０月表層は，全点とも，６８αｇ－ａｔｏｍＳ/で以下であり，底層

では，ｓｔｌ２，２５のみが，７７ユｇ－ａｔｏｍＳ/:杉を示し，他は全て，５６
浬ｇ－ａｔｏｍＳ/ぞ以下であった。

１１月表層では，１０月に比較して，中部において特に汚濁水の拡

散が強く，西部では，河口の２点のみと，中。東部では，ｓｔ２６，２７，

５０から５６，５８が，７２ａｇ－ａｔｏｍＳ／ぞ以上であった。底層では，ｓｔ

ｌと１６のみが，８０浬ｇ－ａｔｏｍＳ/ぞ以上であった。

１２月表層，西部の岸側と，中部のｓｔ２６，２７に汚濁水の拡散が

見られたほかは全て，６２ａｇ－ａｔｏｍＳ/翅以下であった。底層では，

西部が，表層とほぼ同様な値を示し，中部では，ｓｔ２７のみが，７２ａｇ
－ａｔｏｍＳ/ｒであった。

１月では，従来と全く異なり，表層では．海苔漁場|対近の全地点とも

ほとんど０に近く，荒川，中ﾉＩｌの河口と夢の島の北側が，６１から２９

，ｃｚｇ－ａｔｏｍＳ/:’であり，全)投的には非常にきれいであった。底層では

ｓｔ２６が，２２浬ｇ－ａｔｏｍＳ/:ｌｓｔ５４が，１ｑｕｇ－ａｔｏｍＳ/6Fあっ

たほかは，ほとんどが０～５‘ｚｚｇ－ａｔｏｍＳ/での間にあった。

２月表層では，城南地区からの汚濁水の拡散の影響がみられ,その

ため'塗側の７地点が７２Ｊｃｕｇ－ａｔｏｍｓ/で以上であった。底膳でも。表層
とほぼ同様の傾向にあった。

５月表層では，年間を通じて，汚濁水の拡散がもっとも大きく，ほ

ぼ内湾一円にわたって，影響を及・ぽし，僅かに西部のｓｔ４，５，７と中。

東部のｓｔｌ９から２５までと，５７が７２ａｇ－ａｔｏｍＳ/iを以下であっ
た。底層では，表層ほどの大きな拡散は認められなかったが，多摩ﾉ11,

呑ﾉ１１，隅田)１１，荒川，中ﾉ11の汚濁水の影響によって，これら各河ﾉ１１の河
口とその近辺が全て，Ｐ２ＪｕＺｇ－ａｔｏｍＳ／ｒ以上を示していた。
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(4)ｑ1,′について，

４月表層では，東部と中・西部とでは．ズハなり異なった搬況で，

東部では河口から，沖にかげて全般に低繊度であり，２８％・から１０

ルを示していた。中。西部では，多摩川，呑川'０，各河口が，６．２から

７肱であったほかは全て，１１．５ルから，１４ﾂﾞi:０，範翻内にあった。

この相違は，調査日の５日前に降雨があり，荒川，中/||の増水した

河川水の拡散によるものと考えられる－.底層てほ，表|曽の如き複雑な

変化を示さず，荒川河口が４．６鉤，呑ﾉ||河口が，８．８％１，と低刀｡ったほ

かは大体１２．８ルから,・１８肱と高く，等1誠線も．水深とほぼ平行

していた。

６月表層，中・東部においては，｜潤田ﾉli，爺ﾉ１１，中ﾉｌＩの河川水の

拡散が強くみられ，７地から，１４肱となっているか，四部では，ｓｔ

１．２が，４かとフルて`あったほかは，１２．６ルズハら１５．５７６０あり，陸

水拡散の影響はそれほど受けていない。底層では．東部のｓｔ２２，２５

が１２．５ル，ｓｔ５４が１ｓ勉，５５が１１殉でめり，西部のｓｔｌが

１２．８かであったほかは大体，５鉤から１Ｚ８％｡を占めていた。

８月表層では，ｓｔｌ＿２．５はフル以下であったが，池は全て，

１０勉から１６．５ルの間にあり，主に１０か前後であっ７こ゜底層では

ｓｔｌが８．９ルのほかは，全て１０％･から１８％oで３６つﾌﾟこ。

１０月表層では，前２日llLI1に降った雨の影響により，４．８断から

１０鉤の間にあって全域にわたって，低鰄度を示していた。底層では，

西部の岸側が，１０か前後，沖側が１７％。，中。東部では，１２～１

８肱の間であった。

１１月表層，西部では，ほとんどが１５％・から１Ｚ５鉤の間にあ

るが，中。東部では，荒)I|，中川河口とその近辺が４．８％oから１０．４

肱の間にあり，そのほかは，１２．５肱から１６．２肱と広範囲にわ7こつ

て低くなっている。これは，｜塗水の拡散によるものと考えられる。底

層では，全地点とも１５．２池以上１Ｚ７勉までの間でかなり高い。

１２月表層では，全地点と４)，１５．５かから１７％．の間にあり，

陸水の影響が比較的少ない。底|書では，１５．４％oから１Ｚ９伽のi&]で

あった。
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１月表層，ｓｔ５５から５５までは，１０．６ルから１５．２約である

がその他は全て，１５肱から１ＺＯ肱の値を示した。底層では，東部の

岸側がほぼ，１５．５％。前後であるが〆他は全て。１６．５肱から１８．１ル

の間にあった。

２月表層のｓｔｈ２が，１１．４１５．０％・のほかは，全て，１５．０

ルから１Ｚ２勉の間にあった。底層では“。表面と大差なく，１５．５鉤か

ら１Ｚ５鉤の間にあった。

５月表層では，西部のｓｔ’１が，６％・'２が１５．７地のほかは１５５

鉤から，１６．９ルを占め，中・東部では，ｓｔ５２から５６までがＺ６勉か

ら１５．６％。と陸水の影響を受けて低く，ほかは，１５ルから１６伽の間に

集中していた。底居ては，ｓｔ５４，５５の河口がそれぞれ１２％0と１５

%。，ｓｔ５６が１４．２％･のほかは，全てが，１５％・から１Z，殉の範囲

内にあった。

(5)水温１こついて

５５年度とほぼ同様の傾向が見られた。即ち，－年を通じて，５月か

ら８月までは、底層より，表層が高く，９月からは気温の低下に従って

表層水温が低下をはじめ，１０月には，底層が高くなる。２月まではこ

の状態が続く。

(6)ＰＨについて

５５年度に比較し，複雑な変化を示していた。即ち，例年５月下旬頃

から８月頃まで見られる赤潮の発生に伴って，その値も変動が激しく，

４月は，表層が６．９から８４までを示し，底層は，Ｚｏから８．４であっ

た。一般に底層が高いl頃向にある。

６月では，赤潮の発生範囲内にある地点では，表層が底層より高く，

特にｓｔ，１７から２０までは９０から２２と高値を示した。他の地点で

は，表層は，６．９から８．７の範囲にあり，８．０以上が多かった。底層で

は，Ｚ６から８．５であった。

８月では，６月と同様，赤潮の影響に虫って，表層では。Ｚ０から２

０までの範囲があり，底|曹ではＺ４から８７主てであつ7こ゜
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１０月以降，２月までは，赤潮もなくなり表層，底層とも各月の差力：

あまりなく，表層では，６．８から８．５，底|曹ではＺ２から８．４までであ

った。５月では赤潮の発生があり，この影響により表層のｓｔ７，２０

２１に，８．８，９k０，，２の高値がみられたほかは，ス１から８．４を示

し，底層では，Ｚ２から８．５であった。

(7ノ潮流について

全般的にみて，５５年度平均とほぼ同様な傾向であった。

５．５７年度調査

（１）Ｃ．Ｏ．Ｄについて

４月表l智では，ｓｔ，５７が５．７６ｐｐｍであったが，他の地点は，全

て，４ｐｐｍ以上であった。

特に，岸側は１０ｐｐｍ以上で非常に汚濁されてい7こ゜西部の河川水の!広

散する範臨にある海面の汚濁が甚だしかった。底|皆では，東部。西部の

ほぼ全地点と，中部の岸側は４ｐｐｍ以上であった。

７月表層では，東部のＢｂ２２が，５．５４ｐｐｍ，ｓｔ，２４が１．２ｐｐｍ

であったほかは，全て４ｐｐｍ以上であった。特に，西部と中部の西側

は。ほとんど，１０ｐｐｍ以上であった。底層では，東部の岸側と，西部

のほぼ全点が４ｐｐｍ以上を示していた。特に空港前面のｓｔ６，８，１０

の汚濁が甚だしかった。

１０月表層では，東部・中部の岸側と西部の全点が４ｐｐｍ以上で

あったが，特に中部の7中側のｓｔｌ７から１９までが．４ｐｐｍ以上で

あるのは，赤潮の影響によるものと思われる。

底層では，西部の岸側と東部のｓｔ５６と５７が４ｐｐｍ以上のほかは，

全点５．８ｐｐｍ以下であった。

１月表層，ｓｔｌ，２，１５の西部とｓｔ５１から５５までの東部が

４ＰＰｍ以上であったほかは，全て，５，８ｐｐｍ以下であって汚染され

ている水域が非常に狭かった。底|轡では，ｓｔｌ５と５５が４ｐｐｍ以上

を示したほかは，全てが，４ｐｐｍ以下であって非常にきれいな海況での

っプこ○
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(2)Ｄ、０゜について

４月表壇ｓｔｌ，２，１６および５０から５６までは，５ｐｐｍ以

下であったほかは，全て５．２ｐｐｍ以上であり，ほとんどが，９ｐｐｍ

以上の高値を示していた。これは，５月下旬頃から発生した赤潮によ

るものと考えられる。底噌では.，岸側の全地点が４．５ｐｐｍ以下を示

したほかは，全て，６．２ｐｐｍ以上であった。

７月表隠では，ｓｔｌ，２，および，東部のｓｔ５４から５６と５１

２５のみが４ｐｐｍ以下であったが他の沖合の地点は４月同様赤潮の

発生が甚だし<全て大きな数値を示していた。

底|徴では，複雑な変化を示し，５ｐｐｍ以上は，西部のｓｔ５，６，７

８，１２と中部の１７，２２，２４，２５，２６，５０，５９のみで

あり，他は全点，５ｐｐｍ以下であった。

１０月表脱`ては，中音ij・東部で，隅田ﾉ||，荒川，中ﾉ11の影響を受

け汚濁水の拡散範囲が沖側に及び，Ｓｔ２５，２６，２７，２８，５８

も５ｐｐｍ以下になった。西部では，ｓｔ１，２がＯで，大部分は，

１０ｐｐｍ以上であった。底層では，７月同様に，複雑な変化を示し

５ｐｐｍ以上は．西部のｓｔ５，４．６，８，１０．１２と中・東部

では，ｓｔ２２，２４，２５，５８が，５ｐｐｍ以上でそれらのほか

は，全地点とも，４．５ｐｐｍ以下であった。

１月表暦，岸側の全てが，５ｐｐｍ以下となり，中。東部の漁場

附近と，西部の沖側は，５ｐｐｍ以上を示していた。底増では，ｓｔ１．

１５，１６，５，，５５の少範囲のみが，５ｐｐｍ以下であった。

(3)ＮＨ４－Ｎについて

４月表咽では，ｓｔｌ，２，１５と中。東部の岸側が９７ａｇ－
ａｔｏｍＳ／杉を示し，特に１，１５では４ｎｎ１ｇ－ａｔｏｍＳ/n’以上，

ｓｔｌ６，５１から５５までは，２ｎｎａｇ－ａｔｏｍＳ/で以上もあり，

非常に汚濁されていた。底1,億｝では，ｓｔｌ，１５および５１から５６

までがほぼ，１ｎｎａｇ－ａｔｏｍＳ/:’以上であった。

７月表鵬jでは，ｓｔ１，２と５１から５４，５６が７２ａｇ－ａｔｏｍｓ

／ぞ以上であったが，他は全て，６４岨一ａｔｏｌｎｙを以下を示し，
－－．－…－１－８－－
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|重水の影響はあまり受けていない様にみられた。底噌では，表層より，

更に範囲がせばまり，ｓｔｌ，１５．１６，ろ５，５４が９８ａｇ－ａｔｏｍｓ

／ｇを示したのみであった。

１０月表層では，ｓｔ５５と東部漁場の全部，および中部のｓｔｌ７

１８，西部のｓｔ５から７，１１，１２，５７は，６６，Ｌｚｇ－ａｔｏｍＳ/ｒ以下

であったがほかはご全て，８８ａｇ－ａｔｏｍｓ／I?以上であって広範囲に}つた

って汚染されていた。底層では，ｓｔｌ，８，１０，１５，１５，１６と２５

５２，５５，５４が７８．５〃ｇ－ａｔｏｍＳ／で以上であったが池は全て，これ

以下であった。

１月､１０月より更に，沖側に陸水の影響が及びｓｔ２から５まで，ｓｔ

２０から２４，５７，８が５９Ｌｚｇ－ａｔｏｍＳ／近以下であつ7K二池は全て，

８２ａｇ－ａｔｏｍＳ／ぞ以上であって隅田川，古.lⅢ目黒)川立会)I|，呑

川，内川の汚濁水の拡散が広範囲にわたっていた。底層の汚染範曲は，

河ﾉIlの河口附近に限定されており，中東部はきオしいであつ7こ。

(4)００′について

４月表層，東部・中部は全般的に低く，ｓｔ５４，５５のＺ５６％。

５．９７肱を除けば，１，％oから１４.フルの範囲内にあった。西部はｓｔ

ｌの８．，７肱，２の１２．４２ル，１５の１０．６８鉤を除げぱ１４肱から

１５．５％0の|罰にあった。底層では，河口のｓｔｌが１２．１９ル，５４が

１２．７７ル，５５，５６が１１．２４知のほかは，１４ルから１７L９％oで

あった。

７月表層は，全地点とも，特に低鰔で，１，％。以上を示したのは，

ｓｔ２１，５５，５７の５点のみで．他は全て，Ｑアル以下，２ルまでで

あった。これは，調査日前の５日間に降った雨の影響によるものと考え

られる。底層では，西部のｓｔｌおよび，６，８，１２，東部のｓｔ５５

から５６が，１１フル以下を示したほかは，大体１〃z等深線に添って１５．０

肱，２ｍ等深線に沿って１４．０>６０，５加線に沿って１６．０殉が分布して

いた。

１ｎ月表層ＣＤｓｔｌで５．７５髄，２９が１５．５ル，５２から５６ま

でが８．２９ルズルら１２．１５殉iZ)間であったほかは，全て１４ル近くから
－１９－
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１５．７ルを示していた。底層では,全地点とも全般的に高鰄で,全て

１５．６鉤から１８．２％＠であった。

１月表層では，ｓｔｌが６．４５％･であったほかは全て，１２５ル

から１ズ８ルであった。

底層では，１０月より更に高鰄になり，全点とも，１５．１８ルから，

１８．２４肱を示していた。

(5)水温について

表層と底層との差については，５５年度，５６年度とほぼ同様であ

った。４月，７月，１０門までは，全般的に表層が高く底層が低いが,

１月は一般に，表層が低く，瞳Ｉ嘗が高い。

(6)ＰＨについて

４月は，表層がＺ２から８．７の範囲内にあり，特に沖側ではほとん

どが８．４から。､７であった。底1嘗ては，Ｚ７から８．９の範田内にあ

り，表｜誉同様８．４から８．９が多かった。

７月表層は，Ｚ２から９Ｌ１までの範囲であつ7こ゜特に赤潮の発生

の多い，ｓｔ７，９，１１，１７，１８，１９，２０，５７では,8.9

から，１と非常に高いＰＨとなっている。底層では，Ｚ５から８４

であった。

’０月表層では，赤潮の影響もなくなり，ノＬ１から８４，底層では

ス６から８．４と例年の通りの状態であった。

１月表層・底層とも最高８．２であるが，最低は表層ズル底層ス５

であった。

Ⅳ考察

各年度における季節的変化をみると，各調査月l鄙には明瞭な差異は

認められないが，一般に，夏期と，冬期とでは各分析項目の値の上に

差が現われる。即ち，６．７，８月を夏期，１２，１，２月を冬期と区分

すると，夏期には，落潮時の勢力が強く，脹潮時の勢力が弱い関係上’

－２０－
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|室水の拡散か夏期には沖合にまで及びそのため，ＮＨ４－Ｎ，ＳｉＯ２

－Ｓｉ等は－ﾌﾟ没に多く，ｕ,′などは逆に低くなっている傾向がみられ

７こ゜また，５ケ年間の平均値の分布を項目別に比較検討する場合は

各年度とも，調査ﾉ１日，調査ロメが異なる上，天候そり他の自然的要

素が複雑に作用するので，同一に論ずる要は出来ないが，一応これら

の条件を除外して，各項目について比較;検討してみよう。

(1)Ｃ，ＯＪＤについて

５５年度の表層において，４ｐｐｍ以下はｓｔ５，１７，２２の５点

のみであるが，５６年度で､は，これか，ｓｔ２０，２５，２４の５点に

なり，５７年度にはｓｔＺ１，２２，２５の５点となった。（区’２～７）

これによると４ｐｐｍ推定線は年々，外側（沖側）へ広がってゆく傾

向がみられる。しかし，Ｃ．Ｏ．Ｄ値と植物'性プランクトン童との間

には比例的な関係が見られる。即ち例年４月頃より発生か始まり，１

０月頃まで続く内湾赤潮の影響を受けてこの↓９１間の沖側地点ＤＣ・Ｏ

Ｄ分析値は，非常に大きくなる。従って，単にＣ．Ｏ．Ｄの分析値の上

から汚濁範囲が沖側へ広がったと単純に判断することには問題があろ

うと思われる。底層においては，５５年度と５６年度の比較では，大

差がないが，３７年度との比較では，西部側において，沖側に汚濁範

囲が拡大している。

(2)、．Ｏについて

表層の場合は，年々分析値が大きくなり，しかも魚類の生息に望ま

しいとされている５ｐｐｍ推定線が岸側に後退してゆく傾向にあった。

特に，５７年度では中・東部のｓｔ２９から５６までと，西部のｓｔ

１，２が４ｐｐｍ以下であったが，他は全て，５．７ｐｐｍ以上あり，

しかも，９ｐｐｍ以上の高値を示したのが大半であった。これも赤潮

の発生に大きく原因しているものと考えられる。底圏においても，表

層と同様，年を５ｐｐｍ線が岸側に後退し，５７年度においては，表

層と全く同様な分布状態であった。（図８～１５）

－と１－
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(3)ＮＨ４－Ｎについて

汚濁限界を７２浬ｇ－ａｔｏｍＳ/:’とした推定線は，５５年度表層で，

中部のほぼ全部と，東部の西側半分を覆って広く沖側に張出していた

が，５６年度では，この張出線が岸側に大きく後退した。５７年度で

は，中部漁場および，大正場にこの張出がみられた。５年間の比較結

果だけでは汚濁が進展したとは判定しか7こい。底層においても，表層

とほぼ同様である。５６年度には|空水の振出によるものと思われる汚

濁限界の推定線も，５６年，５７年度では，・麺めて小さくなった。し

かし５６年度よりも，５７年度は，若干ではあるが，荒川，中川の河

口および，呑川、河口において汚染範囲の拡大がみられた。

（図１４～１１）

(4)．』について

１８％･を原海水として，陸水混合率を求めたところ（図２６～５１

参照）

表層では，｜逵水の拡散が年々強く，沖に張出してお,，５７年度にお

いては，特に，顕著にこり煩向が認めＭＭ二。しかし，｜室水の強い拡

散が汚濁範囲の拡大に必らずしもつながっているか否かは，分析値の

上から判断し難い。底層においては，西部，中部には，特に認められ

ないが，東部の荒川，中)''何口とその沖側に拡散範囲の拡大が，若干

ながら認められる。さらに，調査結果を夏期（６月～８月）と冬期（

１２月～２月）とに大別し，それぞれの時期の，岸側の各点（ｓｔｌ

２，１５，１５，１６，２９，５０，５１，５２，５３，５４，５５）と，沖側（

ｓｔ、５，７，９，１１，１７，１８，１９，２０，２１，２２，５７）との間の，

各項目についての表層のみの関連性をみると，Ｃ．Ｏ．ＤとＮＨ４－Ｎの

間については，夏期の沖側では，Ｃ．Ｏ．Ｄ値が５～２０ｐｐｍの範囲に

広がり，かつ，大きな数値を示しているが，ＮＨ聖一Ｎは，冬期とほ

とんど変らず，Ｏ～５０浬ｇ－ａｔｏｍＳ/ｆｌの間にあった。またC｣0,′と，

ＮＨ４－Ｎとの関係をみると，夏期の沖側のO｣､′値に低い値がみられ

るに屯からわらず，ＮＨ４－Ｎ値は冬期のものと，ほぼ同様の数値範

ｌ註Iを示している。これらの事から，夏期の落潮時の勢力が強い時期に

おいても，汚濁i濯水の砿散は，この沖側にまであまり大きな影響を及

…－２２－



Ｇ

Ｃ

二
■
Ｑ

ぼさず，沖側のＣ．Ｏ．Ｄ』値は，汚濁物質よりも，赤潮形成体であるプ

ランクトンの分解による数/値が大きく影響しているものと考えられる。

上記のほか，Ｃ．Ｏ．ＤとＳｉＯｇ－Ｓｉ，ＳｉＯｚ－ＳｉとＮＨ４－Ｎ，との

各項目についても，検討を試みたが，ＳｉＯ２－Ｓｉの分析例が少ない

ため，特に関連'性は見出せなかった。

Ｖ萱とめ

東京都内湾のほぼ全域にわ７こつて，５５年度は，４月から５月まで

の間に６回，５６年度はやはり４月から５月までの|白1に９回，５７年

度は，横断観測を新7こに行った関,係上，４回に減|うして，調査を行な

つ7こ゜毎年|司一時日に調査が行なえず，各分析項目のltMに月別の変化

が明瞭には認められなかつ７こ゜しかし，若干の項目については，年変

化が多少とも見られた。即ち，Ｃ．Ｏ．Ｄについては，汚濁|浪界とした

４ｐｐｍ推定線は，年と沖側へ拡大延長していく様な傾向が見られた。

しかし，この拡大化が１００％汚濁河川水の拡『散によるものとは断定出

来ない。これは，Ｃ．Ｏ．ＤとＮＨ４－Ｎ，ＯＬとＮＨ４－Ｎなどの相関

関係からも云えるものと思われる。

Ｄ､０については，Ｃ．Ｏ．Ｄとは逆に，年々５ｐｐｍ推定線が岸側

に後退して行くが，これは春から秋にかけて，例年の如く見られる赤

潮の大量発生による影響を受けているものである。即ち，赤潮の発現

時期が年々早くなゐ傾向があり，特に５６年では５月下旬にすでに発

生をみてい7こ゜しかし，この様なＤ、０，，経年増加要因が汚水'i生の植

物プランクトソが主体をなす赤潮によるものと考えられるが，このこ

とはプランクトンの定性，定量を全く行なっていないので，はっきり

とは断定出来ない。

ＮＨ４－Ｎについては，汚濁限界と云われる７２ａｇ－ａｔｏｍＳ／での

推定線は，５６年度では岸側に大きく後退したが，５７年度では，中

部と大正場にや＞この張出が見られた。

００については，陸水混合率から見ると，年々|空水の拡枚が強くなり
５７年度では，特に顕著にこの傾向が認められ7こ。

－２５－
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ＰＨにおいては，通常は岸側がＺＯ前後,沖側では８．６前後であるが，

特に，赤潮発生期には，中。東部の沖側にて，ｏ前後の高値を示す事

があった。一般には，底層の方が高いが，赤潮の影響によって，表層

が特に高い場合も認められた。このほか水温の変化，流向などは，ほ

ぼ例年と同様な傾向を示していた。
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